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１．研究成果の概要 

 本研究では、ベトナムの農村女性が農村工業化、市場経済化の中で貧困から脱出し、豊かになる要因を明

らかにするところにある。今年度は異文化理解の側面から少数民族、特に少数民族籍の農村女性の人々が

どのように経済階層を遷移しているか明らかにすることを企図した。少数民族籍の人々が貧困になる傾向

が強いベトナムにおいて、如何にして貧困から抜け出すことができるか、その具体的な戦略を考えること

は非常に重要であるため、今年度、この点に注力できたことは本研究にとって大きな成果となっている。当

該戦略を考えるうえで注目したのは農村工業化の進展による集積効果である。すなわちベトナムでは木材

加工や籐製品加工等の農村非農業部門が村単位で盛んな「工芸村」と呼ばれる村が北部に集積しているが、

これら「工芸村」が集積することが、その村の人々の所得向上に実際につながっているのか、ベトナム政府

の発表した新しい省別のデータと省の位置情報という空間データを利用して明らかにした。集積の効果は

都市に近代産業が集積するケースからの研究が多かったが、伝統的な農村工業のケースでも集積の効果が

見て取れる。少数民族の人々は伝統工芸品の販売と観光で所得を向上させるケースが多いが、こうした伝

統工芸の集積はそれらに携わる人々の所得向上につながることは、少数民族籍の農村女性が貧困から抜け

出す戦略を考えるうえでも有益な研究結果となった。 
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【学会発表等】 

特になし 

 

３．主な経費 

研究目的で PC や電源アダプタ、書籍、学会費などに使用した。 

 

４．その他の特筆すべき事項（表彰、研究資金の受入状況等） 

1．在日ベトナム知識人代表者としてチュオン ティ マイ日越友好議員連盟会長を交えた会合に出席した

（於在日ベトナム大使館 2022 年 9 月 12 日） 

2．在日ベトナム知識人代表者としてグェン スアン フック国家主席を交えた会合に出席した（於ホテルニ

ューオータニ 2022 年 9 月 28 日） 

3. 成城大学との合同セミナーを開催した（2022 年 9 月 13 日） 

4. 一般社団法人「アジア未来協会」を設立した（2022 年 9 月 15 日）（高度人材の育成と交流を通し、ベト

ナムの大学をはじめ、アジアの様々な大学へとその発展のネットワークを広げていくことを目的としてい

る。) 

5. 在日ベトナム学生青年協会（VYSA）のアドバイザーとしてディベートコンテストの審査員を担当する

など日越交流のサポートを行った。在日ベトナム人学生の現状と課題に関する調査を行った。        

6．東京ベトナム語学校（TVS）の活動に参加した。（ベトナムにルーツを持つ日本在住の子供たちの現況と

課題に関する調査の目的で参加した） 

7．在日ベトナム知識人代表者としてベトナム副首相を交えた会合に出席した（於在日ベトナム大使館 2023

年 3 月 4 日） 

8．東南アジア学会、アジア政経学会、異文化間教育学会、ベトナム協会会員として、研究会、会議などに

適宜参加した。 

 
 

 


